
【平成28年度調査研究発表会プロジェクト研究の発表】

鹿児島県総合教育センター鹿児島県総合教育センター

「みんなで取り組み，学び合う授業研究」の進め方Ⅱ
－授業力向上を図るワークショップ型研修を通して－

研究主題

１

授業研究の活性化授業研究の活性化

２

発表内容発表内容

Ⅰ 研究のこれまでの経過

Ⅱ 授業研究サポート事業Ⅱの取組

Ⅲ 授業研究サイクル改善の三つの取組と実践校の事例

Ⅳ 授業研究実践校の事例発表

Ⅴ 研究の成果と課題

３３

授業の実施

授業の検討

授 業 研 究

授業検討会

みんなで取り組み
みんなで学び合う

授業づくりから授業検討及び改善策等を
授業実践に生かす一連の過程

Ⅰ 研究のこれまでの経過

模擬授業を含む
事前の検討

よさや改善策の
共有

研究授業の後に行う話合い ４４

パターン化されたワー
クショップ型で研修を
やっていると内容に深
まりが感じられない。

ワークショップ型授業検討会の基本的な流れ

２ 授業意図等の説明

１ 進め方の説明

３ グループ検討

４ グループ発表

５ 改善策等の共有化
・改善策の焦点化
・改善策の具体化と共通理解

６ 指導助言

意見の言いっ放しに
なってしまい，日常
の授業とつながりが
感じられない。

意見はたくさん
出るようになっ
たけどまとまら
ない。

５

「みんなで取り組み，学び合う授業研究」の進め方Ⅱ
－授業力向上を図るワークショップ型研修を通して－

Ⅱ 授業研究サポート事業Ⅱの取組

６

ワークショップ型研修を活用した授業研究の方法面に加え，学
校のニーズに応じた「授業づくりの視点」を取り入れた内容面か
ら改善を図り，授業力の向上や，児童生徒の学力向上に資する。

研究のねらい



授業研究サイクル改善の三つの取組

ファシリテーターの育成と授業研究サイクルの確立

学校の課題に基づく授業づくりの視点の設定

共有した改善策を日常の授業改善につなぐ取組

Ⅱ 授業研究サポート事業Ⅱの取組

授業研究の活性化

教師の
授業力の向上

児童生徒の
学力の向上

７

Ⅲ 授業研究サイクル改善の三つの取組と実践校の事例（１）

授業研究サイクルにおいて活発な意見交換
を促し，多様な意見を引き出しながら，意
見を整理しまとめる促進役

８

１ ファシリテーターの育成と授業研究サイクルの確立

一人の上手なファシリテーターより，
教職員みんながファシリテーターに

授業の実施

授 業 研 究

授業検討会

みんなで取り組み
みんなで学び合う

授業づくりから授業検討及び改善策等を
授業実践に生かす一連の過程

模擬授業を含む
事前の検討

よさや改善策の
共有

Ⅲ 授業研究サイクル改善の三つの取組と実践校の事例（１）

９９

実践校の事例（ファシリテーターの育成と授業研究サイクルの確立）

南九州市立霜出小学校

全職員がファシリテーターを経験し，模擬授業や指導案検討
を含む授業研究サイクルを確立して，改善策を共有する。
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実践校の事例（ファシリテーターの育成と授業研究サイクルの確立）

鹿児島県立指宿養護学校

ファシリテーターの役割を全員で事前研修し，年間
を通じて，経験者，中堅教員，若手教員と段階的，計
画的に育成する。
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Ⅲ 授業研究サイクル改善の三つの取組と実践校の事例（２）

児童生徒の自己指導能力を育成するための授業づくり
の在り方

児童生徒の多様性に応え，全ての児童生徒にとって分
かりやすい授業の工夫

授業の目的を達成し，児童生徒の情報活用能力を育成
するためのＩＣＴ活用

思考力・判断力・表現力に関わる目標の達成状況を的
確に見取る「判断基準」を設定した授業構想

視点
Ａ

視点
Ｂ

視点
C

視点
D

視点
E

生徒指導に関する視点

特別支援教育に関する視点

ICTの活用に関する視点

「判断基準」に基づく授業づくりに関する視点

その他，学校のニーズに応じた視点 12

２ 学校の課題に基づく授業づくりの視点の設定



授業づく
りの視点

授業研究のサイクルを大切にした取組

第
一
回
研
修

日
常
の
授
業

第
二
回
研
修

日
常
の
授
業

第
三
回
研
修

日
常
の
授
業

視点C

視点B

視点A
(生徒指導に関する視点）例

え
ば
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実践校の事例（授業づくりの視点を生かす）

鹿児島県立吹上高等学校

授業づくりの視点を学習指導
案にも明確に位置付けて，授業
研究に生かす。 14

実践校の事例（授業づくりの視点を生かす）

霧島市立国分南中学校

授業づくりの視点に基づき，全職員が授業を参観し，共有し
た改善策を，全ての教科等の授業に取り入れている。

15

共通実践事項の設定

Ⅲ 授業研究サイクル改善の三つの視点と実践校の事例（３）

共有した改善策

日常の授業改善

16

３ 共有した改善策を日常の授業改善につなぐ取組

実践校の事例（改善策を日常の授業改善につなぐ）
いちき串木野市立串木野西中学校

授業づくりの視点から各教科で改善策を考える。

自分の担当教科に置き換えて改善策を考える。 1７

実践校の事例（改善策を日常の授業改善につなぐ）

いちき串木野市立串木野西中学校

共通実践事項を職員室に掲示する。

18



Ⅳ 授業研究実践校の事例発表

【事例発表校】
垂水市立垂水小学校
【発表者】
教諭 寺倉 邦明

1９
垂水市立 垂水小学校

児童数 426人
学級数 16
教職員数 34人

児童数 426人
学級数 16
教職員数 34人

20

事例発表

・ 具体的な授業のイメージがつかめない
・指導案検討に深まりがない
・具体的な授業のイメージがつかめない
・指導案検討に深まりがない

問題点や改善策を明確にしたい問題点や改善策を明確にしたい

2121

事例発表 授業研究の課題

発言者が偏りがち発言者が偏りがち

全員が参加し，話合いの内容を共有
して日常の指導改善に役立てたい
全員が参加し，話合いの内容を共有
して日常の指導改善に役立てたい

2２2２

事例発表 授業研究の課題

ウ 模擬授業ウ 模擬授業

ア 研究討議の
柱設定

ア 研究討議の
柱設定

イ 模擬授業を通し
た指導案検討会
イ 模擬授業を通し
た指導案検討会

エ 事前授業エ 事前授業オ 研究授業オ 研究授業

カ 授業検討会カ 授業検討会

キ 成果と課題の
確認

キ 成果と課題の
確認

2３2３

事例発表 授業研究の取組の実際 授業研究サイクルの確立 平成27・28年度
県総合教育センター授業研究サポート事業Ⅱ

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化
・ 「判断基準」に基づく授業づくりに関する視点
・ 特別支援教育に関する視点

２ 模擬授業
３ ワークショップ型授業検討会と改善策の共有

授業研究の改善点授業研究の改善点

2４2４



2５2５

ウ 模擬授業ウ 模擬授業

ア 研究討議の
柱設定

ア 研究討議の
柱設定

イ 模擬授業を通し
た指導案検討会
イ 模擬授業を通し
た指導案検討会

エ 事前授業エ 事前授業オ 研究授業オ 研究授業

カ 授業検討会カ 授業検討会

キ 成果と課題の
確認

キ 成果と課題の
確認

事例発表 授業研究の取組の実際 １ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化

「判断基準」に基づく授業づくり「判断基準」に基づく授業づくり

〈研究主題〉

すべての児童が
「分かる喜び」「できる楽しさ」を

実感できる授業づくり
～思考力・判断力・表現力を育む算数科の指導～

すべての児童が
「分かる喜び」「できる楽しさ」を

実感できる授業づくり
～思考力・判断力・表現力を育む算数科の指導～

大隅地区研究協力校「算数科」

2６2６

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

平成27・28年度

練習問題の時間を15分確保
するため，教えるべきところは
教えて効率化を図り，必要な要
点を押さえた交流をさせる。

【「習得型」の授業とは】
知識・技能を習得すること，定

着を図ることに重点を置いた授業

【「習得型」の授業とは】
知識・技能を習得すること，定

着を図ることに重点を置いた授業

2７

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

全体交流の時間を15分確保，
練習問題は，類似の問題を１問
用意し，「できた」実感を味わわ
せる。

【「活用型」の授業とは】
習得した知識・技能を活用し，

思考力・表現力を育む授業

【「活用型」の授業とは】
習得した知識・技能を活用し，

思考力・表現力を育む授業

「活用型」の授業で「判断基準」を設定「活用型」の授業で「判断基準」を設定 2８

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

指導案の単元指導計画に「活用型」「習得型」を明記指導案の単元指導計画に「活用型」「習得型」を明記

2９

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

単元指導計画に「判断基準」を明記単元指導計画に「判断基準」を明記

３０

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際



意図的な座席配置

学習過程の明示

「特別支援教育」に関する視点を生かす「特別支援教育」に関する視点を生かす

31

すっきりとした前面掲示

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

教師の話し方，発問や指示 日常 本時

説明や指示を簡潔にしたり，抽象的な言葉を少なくしたりして，分か

りやすく話している （簡潔な表現・具体的な言葉）。

肯定的で具体的な指示をすることで，行動の内容を分かりやすく伝え

ている。

大事なことを伝える前に間をとったり，語調に変化を付けたりするこ

とで，子どもたちの注意を促している （立つ位置，タイミング，前置。

きなど）

ことばによる説明や指示だけでなく，視覚的な情報も併せて提示して

いる （図，写真・絵カード，文字カード等）。

子どもたちの発言や取り組みを肯定的に受け入れ，主体的・意欲的な

授業への取り組みを促している。

適宜，発問や指名をすることで，子どもたちに適度な緊張感をもたせ

ている。

教師の話し方，発問や指示 日常 本時

説明や指示を簡潔にしたり，抽象的な言葉を少なくしたりして，分か

りやすく話している （簡潔な表現・具体的な言葉）。

肯定的で具体的な指示をすることで，行動の内容を分かりやすく伝え

ている。

大事なことを伝える前に間をとったり，語調に変化を付けたりするこ

とで，子どもたちの注意を促している （立つ位置，タイミング，前置。

きなど）

ことばによる説明や指示だけでなく，視覚的な情報も併せて提示して

いる （図，写真・絵カード，文字カード等）。

子どもたちの発言や取り組みを肯定的に受け入れ，主体的・意欲的な

授業への取り組みを促している。

適宜，発問や指名をすることで，子どもたちに適度な緊張感をもたせ

ている。

「特別支援教育」に関する視点を生かす「特別支援教育」に関する視点を生かす

【授業におけるユニバーサルデザイン チェックリスト】
３2

１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化１ 「授業づくりの視点」による授業研究の活性化事例発表 授業研究の取組の実際

３3３3

ウ 模擬授業ウ 模擬授業

ア 研究討議の
柱設定

ア 研究討議の
柱設定

イ 模擬授業を通し
た指導案検討会
イ 模擬授業を通し
た指導案検討会

エ 事前授業エ 事前授業オ 研究授業オ 研究授業

カ 授業検討会カ 授業検討会

キ 成果と課題の
確認

キ 成果と課題の
確認

２ 模擬授業（２回）の実施２ 模擬授業（２回）の実施事例発表 授業研究の取組の実際

模擬授業に取り組む垂水小学校の教職員
３4

２ 模擬授業（２回）の実施２ 模擬授業（２回）の実施事例発表 授業研究の取組の実際

授業イメージがつかみやすい授業イメージがつかみやすい

活発な意見交換活発な意見交換

3535模擬授業に取り組む垂水小学校の教職員

２ 模擬授業（２回）の実施２ 模擬授業（２回）の実施事例発表 授業研究の取組の実際

３6３6

ウ 模擬授業ウ 模擬授業

ア 研究討議の
柱設定

ア 研究討議の
柱設定

イ 模擬授業を通し
た指導案検討会
イ 模擬授業を通し
た指導案検討会

エ 事前授業エ 事前授業オ 研究授業オ 研究授業

カ 授業検討会カ 授業検討会

キ 成果と課題の
確認

キ 成果と課題の
確認

事例発表 授業研究の取組の実際 ３ワークショップ型授業検討会と改善策の共有



小グループで全員が発言小グループで全員が発言

3737

ファシリテーターを輪番制で全員が経験ファシリテーターを輪番制で全員が経験

事例発表 授業研究の取組の実際 ３ワークショップ型授業検討会と改善策の共有

共通実践５項目
・「学習のしつけ」
・「学習指導」
・「学習内容」
・「読書指導」
・「家庭学習」
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改善策を日常の授業に生かすチェックシート改善策を日常の授業に生かすチェックシート

事例発表 授業研究の取組の実際３ワークショップ型授業検討会と改善策の共有

（１） 模擬授業の実施やワークョップ型の授業
検討会を導入し，教師自身の授業改善に対
する意識や危機感を共有し，授業改善を図っ
ていこうとする雰囲気が高まった。

（２） 「判断基準」や「特別支援教育」などの授業
づくりの視点を取り入れたことで，課題を全職
員で共有して，授業改善に取り組 み，授業力
を向上させることができた。

3939

成 果

事例発表 授業研究の成果

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善

など，次期学習指導要領に対応した視点などを
加えながら，垂水小学校の授業研究の充実・改
善を通じて，児童の学力向上を図る。

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善

など，次期学習指導要領に対応した視点などを
加えながら，垂水小学校の授業研究の充実・改
善を通じて，児童の学力向上を図る。

4040

今後の方向

事例発表 授業研究の今後の方向

研究の成果と課題
授業研究サポート事業Ⅱ総括アンケートから
（実践校6校132人の教職員を対象に実施）

Ⅴ 研究の成果と課題

4141

Ⅴ 成果と課題

活性化した

ある程度
活性化した
あまり活性化
しなかった
活性化
しなかった

4242
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授業研究を活性化させる要素

Ⅴ 成果と課題

改
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や
よ
さ
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共
通
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事
項
の
設
定
）
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Ⅴ 成果と課題

改
善
策
の
焦
点
化
や
共
通
理
解

44

Ⅴ 成果と課題 授業研究サポート事業Ⅱに取り組んだ学校の声授業研究サポート事業Ⅱに取り組んだ学校の声

○ 授業を見る視点が明確化したことで，論点や取組が
明確になり，一人一人が意見をぶれずに言うことができ
るようになった。

○ 教科の枠を越えた共通実践事項を設けたことで，学
校全体で授業改善を図ることができると実感した。

○ 全員が自分の授業に生かすことを意識して授業研究
に取り組めるようになった。

成
果

○ 視点を設定することで共有する部分は持てたが，実
際に授業改善する取組については，曖昧であった。

○ 改善策を共有し，日常の授業実践後に生徒がどのよう
に変容したかを把握することは難しいが，検証（追跡）
をする必要がある。

課
題
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成果パンフレットの活用

H２４ ３月

H２７ ３月

本年３月
刊行予定!!
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